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策珊回国際粘土会議

搬鍋X鮎蘭n航孟⑪蝸盈C盈段yCo維鉱鋤蝸

S偉帥亀醐b⑧班蟻一笈⑪

T･伝y･蓼紬搬

昨年⑬月餐閏から夏蝸へかけて篤工O圃閏際粘圭会議

が上野の簾京文化会館で行なわれ花｡こ杓は精土研究

国際遠含(Aエ蘭森)秘後援して3隼毎績開催窓れ鳶も

ので驚奉で開かれたのはむるん初めてのζ麦である出

会議は資本学術会議主催資本粘土学会1蛾質調査所協

賛のもあ紀海外から2蝪園鵬人騒肉から蝸人の粘

土科学者を集めて盛況襖に行なおれ花｡現在この分

野をリｰ洋しているG1双厳1滅即(アメジ動1ペンシ

ルバ巧州登大学)脱LJ拙鋤(ア刺かウイ黒

ヨンシン大学)Jふ滅難曲y差搬1出(㍗ぐイン･マド

リッボ大学)A昔W細(ドイツベ皿ンヘン大学)

F.∀｡α泌h渕繋(ソビエト科学ア吻デミｰ)等の著名な

学煮や鶏一線の研究春蓬淋一堂に会した所は正は批観

で慈すか終團際会議の多紀ふ巷わしいもので齢榊た曲

た想糊全科学紀すぐれ恕伝統を持つイギジ猟からは

ポン戸危機の関係で鼠&N艶脳鮒女史一人ρ夢加し

か見られず一抹のさびしさを感じさ世だ.

開会式

開会武は轡月餐恥｡時30分から組織委黛全総務幹欝

岩生周一教授の司会で行なわれた曲漢ず奇峰副委貴援

藤弗紀乏

の闘会の辞の後組織委貴録須藤俊弱教授か立ち会議

の開催に嚢葛蜜での経巡を会議の内容虹ついての報告を

主体おし花挨拶を行なり花､続いて学術会議の江上

不二夫会長の挨拶秘勅欄花後浴狸笈A会長籔搬

踏鯛棚博士(デン呼一ク1灘ペンバｰゲン大学)か壇

上は壁ち蜜ずがな"りは後アク池ソト晦資本講で挨

拶を述べて帯揚を欝ばせてから大要次のような趣旨の

講演を行なり花｡

脇丈科学¢漏逝の発簾は貿鴬しく朗らかは情報箪稀の時代

ぽ入欄てい私ζの淡うな時にζの会議が鯛かれるζとは

湊わめて意義深い由粘土は糾沸て関係分鰐の広い怒⑳で

その研究は糖圭科学驚怒けでで蓉るものではなく物理学･

化学など夢方繭の聯弓象の協力淡必繋で移る｡今回の会議が

繋加脅の脇棚こよ鶯で並派な成簾をあげるζとを期待す引

最後に副委黛疑素木洋一教授淋く想は花口調で閉会の

辞を述べ開会式を終った.

会議の概況

会議は曇賢午後から始められ淀｡ずで紀講演内容は

夏芽｡oo頁近い罫峨餓搬㎎蓬紀収録養れて参加脅ぽ配布さ

れているので講演は要旨のみ養分間

質疑応答は3分以内おされ鴛鰯ion3

～4の講演1質疑の後蜜とめて討論が

行なわれ危､82篇の予定報告のうち

申上慈れ花ものが工O篇あり7つの講演

淋新花ぽ追加養れ花ので総講演数は79

おなりた｡紙繭の都合上各講演の内

容を紹介するζおは到底できないので

次は魑禺想けを列詞する白

話銚童蝋盈｡総攻鉱物の構造

跳鱗蓋鰍夏霧葡嚢籔珪徽由鑑望鹸釧ey

(ア刈肋)

翻汲出灘縦触蜜

(ア刈3豹)

至)笈凸J.賄㎎餐､A｡臨嘩榊a武､Weiss

(ドイツ)

鮎圭麦鮒ぬy型施オリナイトかあるいは

ξ葦附｡脚鉱物か?一句泳リナイト

ハ闘イサイト鉱物の実験的分類"

鰯義武A狸笈義金授破萱差萎聡鮫禽㈱縛企(繋ン将一寮)⑳鱗繊ζ､艘夢

東京文化合繭)�
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2)長沢敬之助(名書屋大)

“中央員本の新生界中ρ)カオリン鉱桝

3)奥田進･井上圭吉(東都工繊大)W.O.W舳amson

(アメリカ)

“パヤ日7イライトおよびタルクの表薗陰電荷"

遂)KV.Tep1kin,V.A,Dr三ま蔓帥dV.A.刈e湖ndrova

(ソ連)

“鉄黒雲母の結晶構造と3･8面体型雲母の結腸模型の

作製"

5)V言A.Dri恕(ソ違)

“3･8面体型雲母の構造は関する若干の一般的特性"

6)G.La纂aly訟拙A,W幽(ドィッ)

“雲母型層状珪酸塩の層格子電荷の決定"

s鍋国io蕊釜4罰金搬λJ鯛触鰯(アメリカ)

副s･双･遜銚屋餌(アメリ釣)

7)渡辺裕･北州靖夫｡須含純之(農技研)

“若干の土壌中に産する粘土鉱物の構造的側蘭"

8)F.γChukhrovヨB.鼠Zvy鵬三肥,しP.覧mが玉｡湘(ソ連)

“クリンコラメモン争イドおよび鋼一八瞬イサイトの間

の関係"

9)宇同川重和･牢閏孝夫(東工大)･申平光興(無機材研)

“加熱変化によって細られるア樽フェンの分子構造"

10)飯村康二二二(農技研)

鮎ア漠フ坦ン学の分子の化学的結合"

11)渡辺隆･須藤俊男(東京教育大)

“若干の粘土鉱物の小食散激に関する研究"

Se酌量｡巫56司会J.瓜趾域挑(ベルギ刷)

副乳籔蝸似孤竜(洋イツ)

12)W･RCo1e(オｰストラリア)

“雲母の脱水作用と再加水作用"

13)Y.Na出an(イスラエル)

“パリゴルスカイトおよび竜ピオライトの脱水"

14)今井直哉1大塚良平｡樫出久雄(早大)･林入人(労働

衛生研)

“栃木県葛生地方産パリゴルスカイトおよびセビオライト

の脱水"

エ5)RG･R･･曲･脈丁･･1i1如･,M.M…d･｡hmdJ.J.

F曲ia重(ベルギｰ)

“鉱物の脱水酸基過程に関する新考察"

16)F,F肥雌Ωd(ドィッ)

“粘土鉱物の脱水酸基機構"

ユ7)石井元彦岬平光興(無機材研)･武蘭弘(藻大)一

“雲母の遠赤外吸収スペクトル"

18)Yu･LT鼠racevitch(ソ違)

“異種の陽イオンで飽稿されたモンそリ鴻ナイトお災びノ薫

一ミキ皿ライト紀吸着した重水の赤外吸収渓災次ト秘

の研究加

Sec士i0亙亙毯,混合層鉱物

Se醐io皿78司会汎見Co童惑(才一災和訓ノア)

劉蝿蓋秀霞(釣ナ貧)

19)中止

20)下田右･生沼郁･須藤俊男(東京教育大)

“雲母粘土鉱物のDTA潮線"

21)W･F･Cole(オｰストラリア)

“オｰストラリアの混合層鉱物"

22)庄藤満雄(群馬大)

“没e1cbweiteg･･2の混合層構造とそのX線回折パタｰ

ン"

23)一新規追加一LG.Schu屹(アメリカ)

“ユカタン半島産カオリナイトｰモンモリロナイト混合層

鉱物"

24)瓦y胴i&1e鼠nd旺W蜘derM鵬1(イタリア)

鮎若干のユ:ユ規則的混合層3･8面体型粘土鉱物の同定"

Secti0皿2｡粘土鉱物の成因

Se8sion910司会R.週.G凶㎜(アメりカ)

翻肌弼･亙鮒W艀磁(ア川カ)

25)H.M.Kδster(ドィッ)

“地球化学に対するカオリンの寄与鐵

26)中止

27)R･EHughesandW.A.White(アメリ吻)

“イリノイ州サンガモン郡のフリントクレｰ…

28)W-D.Ke11erandR五Hanson(アメリカ)

“メキシコの熱水性耐火粘土鉱床の分類と問題点"

29)H-Km㎜㎜(ドィッ)

㌻一目:ンパの三畳系中の精土鉱物分布から見た堆積物

中における粘土鉱物の安定性の図式"

30)WJMuravjewandA.LSa1yn(ソ連)

“カザックスタンの二畳一三畳系の一断割こ見られる層状

珪酸塩鉱物の後成的変化"

31)一新規追加一W｡工vanBi1jonandユエBensch(南ア)

“南アフリカのカ津フ系中の泥岩における接触変質作用の

尺度としてのイライトの結晶度'誼

Se鯛io取1112司会胤G棚晦嚇(イタリア)

副Gy岨v塾愛加(インド)

3隻)申上

33)青柳宏一(荷油資源)

“関東山地北酉部の新第三系の粘土鉱物組成"

3型)山囲久夫･岩井醸一･小飯丈予(東京J:大)

“日本における各種岩石の変質"

35).武司秀夫(阪大)･藤井紀之･藤買正(地調)�
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“酸性白土鉱床中に見られる風化によるモン'モリ回ナイト

の変化"

36)増井淳一･庄子貞雄(東北大)

“火山灰土壌中の結晶質粘土鉱物"

37)湊秀雄･歌閏実(東大)

“壱岐島産ハロイサイトの産状と鉱物学的性質"

38)W.E.Parham(アメリカ)

“ホンコン産のノ･回イサイトぽ富む熱帯性風化の産物"

39)αSieffemamandG,Millot(フランス)

“カメルｰンにおける現生代玄武岩の赤道一熱幣性風化"

Se88io巫1314司会K.J&蜘w阯(ドイツ)

劃G.遜洲銚(フランス)

40)M.A･Rateev(ソ連)

“火山性堆積物中における自生約な粘土鉱物の形成"

41)J.Trichet(ハンガリｰ)

“火山ガラスの構造およびそれとガラス質岩の変質との関

係について"

42)J.Bondam(デンマｰク)

“曹長石のソックスレｰ装置1とよる抽出"

43)M.Robe耐andG｡施dro(フランス)

“酸化現象と318面体型雲母の開放能との関係"

斗4)K.Jasmund,皿R三ede1andH,Keddeini亭(ドィッ)

“短冊状イラでトσ)形成および砂岩中の白雲母の分解によ

るディッカイトの生成"

45)角清愛(地調)

“松川地熱地帯における粘土鉱物の帯状分布"

S棚i〇一5叉6司会W｡廻.K棚鮒(アメ1切)

副経由Pe杜｡(フランス)

46)都築芳郎･水谷伸治郎(名古屋大)

“セリサイトの熱水変質に関する動力学とその変質区分

の研究に対する応用"

47)V.D.Shutov,V.A.DritsandB.A.Sakharoマ(ソ違)

“モンモリ回ナイトから加水雲母への携積後の変化の機構

について"

48)松井健(資源研)

“土壌粘土の成因に関する2サイクル概念と買求の多因

性赤色土の研究に対するその応用"

49)P-M.副ang胴dSYL髄(カナダ)

“カナダ草原土壌帝の鉱物コ日イドの風化はおよぽす排水

の影響"

50)G･P･Br1nerandM,LJack豊｡n(アメリ釣)

“オｰストラリアの玄武岩に南来する土壌粘土の鉱物学的

解析"

S㏄tio皿3.イオ,ン交換その他

Se醐io双1718司会颪.v酬O亙曲e巫(アメリカ)

翻麺霞党史(日本)

51)和田光吏･原頭康雄(九大)

“土壌および粘土のC冠C(陽イオン交換能)測定値におよ

ぼす塩濃度と陽イオン種の影響"

52)R.LMaIco1m茗WC.K㎝nedy'蜘d亙A.Jeeηe(アメ

リカ)

“カリウムイオン電磁によるCECの決定"

53)F.D｡○wha醐友⑩(ソ連)

蝸粘土鉱物のイオン交換および吸着の研究"

5達)B.L.S盈概hney(買率チカヅト)

“層状珪酸塩によるセシウムの捕獲"

55)一新規追加一C.A.Pon服㎜perm象(アメリカ)

“化学的進化における糊土鉱物の役割"

56)R.vanBrade1andR.Menze1(ベルギｰ)

“ワイオミングベントナイトにおける河a-Sr置換の熱力

学的研究"

57)R.CalTetandS-Chauss量由(フラン主)

“弱水和に刻するモンモリロナイト中の陽イオン補償の分

散"

58)H.vaηO1Phen(アメリカ)

“粘土中の水の層間吸着の熱力学一旦:Mgバｰミキュ

ライト"

Se88io皿13鎚司会ぶ由箆苗遣鋤意鮒(イ災讐箕ル)

瓢飢餓珀倣磁鰍鋤鮎(ソ遵)

δ9)G.L.Roderic炎,D.Se壷&畳ndT･D置皿正三雌i(アメリカ)

“モンモリ回ナイトｰ水系のX線回折および等温における

水の吸収の研究帥

60)A,B量ninandD.S臓炎納

(イスラエル)

“酸性そンモリ原ナイトの粒径と

表繭特性"

飢)U,s婁奴概雛竜狐易双蕊(将イツ)

“熟成水素緒土の凝集加

鋭)U.沢荻納鋤δ遺｡遂鮒YOSSef

(イスラエル)

幽勿オリナイトぽ対するシリカお

よび燐酸塩の吸着漢彪は離脱に

為よ1護市蔓Hの影響"

6舎)災.N.K獅募iitskii(ソ連)

鮎粘土鉱物分散液中の構造形成に

およ漆す化学処理とイオン交換

の効梁'

繍)N,V.Vdo鞭nko(ソ連)

念義嚢艦紬約機穣�
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“粘土鉱物およびその起源の研究における熱重量分析法の

動力学的解析打

S㏄tio皿4.粘土の有機化食物

Se鯛量｡双2122司会騒色璽目慨襲肱鮒(アメリカ)

副A,珊蜜養鵬(ドイツ)

65)A.W建的臓拙G,W.酬⑫(lley(アメリカ)

“力泳リナイト層への錆酸カリの投入"

66)山本大生1若杉昇1小野健三(熊本大)

“そンそリ熊ナイトのオ率シン化合物"

67)L.腺1豆腿節δS.Y難曲(イスラエル)

刮M篶一Co-N三一Cは山脇一およびCd一モン

帝リ鰯ナイト紀よるアユリンの吸着鐵

68)水渡英二1荒川正文1曹蘭募(京大)

“有機モン青リ側ナイト層格子の電子顕微鏡観察"

草9)児童秀蔑･M,SCh泌搬(カナダ)

“刀け黒ン酸一そンそリ賦ナイト錯化合物の熱分析';

?0)一新頬追カト畏茱A.賞㈱至鋤れアメけ)

“バｰミキ皿ライトに対する欝1級脂肪族アミンの親和性"

See城⑩豚騒｡工塞慧への雰畦簾1

s鰯童鰯鑓雛罰金盈祖搬.蕊鯛鯛帥貴マ減(刈的工

一)

副帆弧W量脳胴蔑搬(アメリカ)

7!)黛.泌.Qui凶鮒(動テダ)

銚粘土鉱物のアルミユウムおよび鉄の吸着によって生ずる

土壌構造上の諸問題帥

72)H.貰｡跳eke事S.K.Gho§e茱S,A,賄hhad舳dGV.

C滅豆油蝉r(アメリ湾)

“若干の粘土の圧縮能に関する資料"

73)A.K.D雌呈M.A脱紬荻r三田n帥鋤δK.V.G.K.Gok-

hale(インド)

“粘土一秒系の収縮挙動"

74)有泉昌･岩井逢(鹿島建設)

蝸鴛ンクリｰトの強度改農剤としてのハ回イサイトの利用"

75)瓦S蝸洲⑪豆董(フラン炎)

“岩肴からの変質物が岩石の機械的安定性はおよぼす効

果"

76)M･G買･蝋｡眈恥噸沽亀曲A.Mih鼓脈(チ皿鶯畑

パアキア)

{{チエ減ス回バキアにおける新い㌔型のカオリゾ

フ7)一新規追加一Y,B,O曲｡v(ソ違)

“耕土の磁性に関する諮問題"

8王)久爆靖1山辺武郎(東大)

{功泳リンとアルカリ炭酸塩の閥の固態反添の機構"

なお会議参加者には｢記念誌小委員会｣の編集にな

る閉鳩O町sofJapan｣が地質調査所からさらに主

として海外からの参加者に日本のおもな粘土のサンプル

2畑を集めた｢日本の粘土Jが配布され好評であった.

また次回(1972年)の開催地としてはマドリッドが有

力とのことである､

S鯛固査鰯雛司会丁｡臨竃鯛(アメリカ)

副駄見馴刺闘盛(アメリカ)^

78)D･工G搬出nd星出GXW11長1醐独(球一札ラリア)

“粘土粒子の表繭形態の研究における初一蹴ン㌧プリ吻

の電子顕微鏡および選抜的溶解の隊用"

79)R･LBo斌繊ぷW且胴1破(アメ岬)

“API標準粘土鉱物為よび若干の地の試料の走査電子顕微

鏡写真"

80)林入人1輿黄葉予｡坂部弘忽(労働衛生研)

“繊維状鉱物一アスベストセビオラィドバリコルス動

イトｰの熱処理における構造変化とその紬飽毒性1こ抽

よぼす効果"

あとが畜

会議の全般を通じて感じたことは討論カミ非常に活発

だったζとである.これはすべての講演が｢粘土｣

という共通のテｰマを持ったものであることPr㏄eedi-

ngsが事前に印刷されていて講演内容を検討する余裕

があったことにもよるが日本の比較的穏やかな学会を

見なれた私にとってはしばしば圧倒されるような迫力

を感じたものである.そして外人達が激しい討論を

かわしながら実にサバサバした態度でいることにも多

くの屍習うべき点を見出したように思う.英語になれ

ない私としては会議の細かい内容まで理解することは

到底できなかったが新界の第一線の人達のディスカッ

シ嚢ンを目のあたりに見1聞くことカミできたのはま

ことに得がたい体験であった.

最後になったがこれだけの大きな会議が非常に円滑

に運営されたことも特筆されるべきことであろう｡須

藤委員長岩生総務幹事をはじめ実行委員のガ毒のご

苦労はたいへんなものであったと思う.参加者の1買

として心からお礼を串し上げたい昌

(繁者は鉱床部非金属課)

策東蒲鯖沈輪鰯での歓迎パｰ矛く天ぶ:らが大好評であつ芯�


